
自尊感情と身体的自己概念の関係性について
―― ボトムアップモデルとトップダウンモデル ――
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Ⅰ．はじめに

自尊感情と自己概念

自尊感情とは，「自分自身を尊重し，価値

があると感じること」である。しかし，自尊

感情の定義は様々なものがあり，研究者によっ

てその定義は若干異なる。James（１８９０）は自

尊感情を「成功／願望」と定義している。こ

の考え方によると，成功が大きいほど自尊感

情は高まるが，その一方で，同じ成功でも願

望が大きくなれば自尊感情は低下することに

なる。また，榎本（１９９８）によると，「他者と

の比較ではなく，自己のもつ価値基準に照ら

した自己評価」としており，自己の評価基準

が基本になっていることがわかる。

自尊感情の高低と学業成績，原因帰属の仕

方，不安，抑うつなどとの関係性を調べた調

査結果では，自尊感情が高い人は，自尊感情

が低い人と比較して望ましい行動や思考をす

ることが多く，不適応行動は少ない傾向にあ

る。このようなことから西欧では，意図的に

自尊感情を高めようとする働きかけが行われ

た。しかしながら，このような働きかけに対

する詳細な分析によれば，因果関係が不明瞭

であったり，十分な成果が現れていないとい

う報告も少なくない。

一方，自己概念とは，「自分自身について

の知覚の体制化されたもの」（榎本，１９９８）

とされている。基本的には自己概念には評価

的側面を含まない。この自己概念と自尊感情

の関係について，榎本（１９９８）は「自己に関す

る記述的側面が自己概念であり，そのような

記述的側面に対して評価的色彩を帯びたもの

が自己評価と自尊感情である」と述べている。

この両者の関係について例を示して説明する

と，「自分の身体は細い」という自分の身体

に関する知覚がある。これ自体は評価を伴わ

ない記述的側面なので自己概念となる。この

「自分の身体は細い」という自己概念に対し

て，「理想の体型だ」という評価・感情を加

えることで，自己評価，あるいは，自尊感情

となる。この場合，「自分の身体は細い」こ

とは肯定的に評価されているが，同じ自己概

念であっても「貧弱である」と評価された場

合には否定的なものとなる（蓑内ほか，２００６）。

身体的自己概念の多面的階層性モデル

Shavelson et al．（１９７６）の多面的階層性モ

デル提唱以降，様々な分野における多面的階

層性モデルが考案された。その中でFox et

al．（１９８９）は身体に関する自己概念モデルを

示した。このモデルでは，自尊感情を頂点と

して，その下に身体に関連する領域を統括す

る身体全般の自己概念が存在し，さらにその
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下に運動，体型，筋力，体調の４つの身体に

関する自己概念領域を想定したピラミッド型

になっている（図１）。これまでの研究成果

からこのモデルの有効性が証明されている

（蓑内，２００２，２００６；内田ほか，２００３，２００７，

２００８）。

図１ Fox et al. の自尊感情と身体的自己

概念の多面的階層性モデル（１９８９）

ボトムアップとトップダウン

自尊感情や自己概念が発達し変化するには，

自分自身で体験し，その経験を知覚すること

が大事である。たとえば，人よりも速く走る

ことができたという経験が，運動に関する身

体的自己概念を変化させ，そのことが身体全

般の自己概念に伝わり，そして自尊感情に影

響を及ぼす。このように身体的自己概念から

自尊感情に影響を及ぼす過程のことをCalsyn

et al．（１９７７）やMarsh（１９９０）は，自尊感情

のスキル発達仮説（skill development hy-

pothesis of self�esteem）と呼んでいる。自
尊感情を頂点として，その下に，身体的自己

概念の下位尺度が広がっていくピラミッド型

のモデルを考えると，下から上への伝染経路

を指すので，ここでは榎本（１９９８）の表現と

同様に，「ボトムダウン」と表記する。

自尊感情が高い人は，社会的に望ましい行

動をする傾向がある。このことは，自尊感情

が行動にも影響すると考えることができる。

これをピラミッド型のモデルに当てはめると，

頂点の自尊感情から下位の各自己概念に影響

する過程が想定される。本稿では，このよう

な上から下への伝染経路を「トップダウン」

と表現する。Calsyn et al．（１９７７）やMarsh

（１９９０）は，同様のことを自尊感情の自己高

揚仮説（self�enhancement hypothesis of
self�esteem）としている。
本研究の目的

身体的自己概念と自尊感情の関係性を調査

したこれまでの研究は，身体的自己概念から

自尊感情への影響過程を想定したものしかな

されてこなかった。これは，自尊感情がボト

ムアップ状に発達・変化することが想定され

ていたり，Fox et al．（１９８９）のモデルの中で

身体的自己概念から自尊感情への矢印が付い

ていたりすることに起因するものと考えられ

る。しかしながら，前述したように，自尊感

情が身体的自己概念に影響するトップダウン

型の過程の存在を想定することも可能であろ

う。そこで本研究は，自己概念と身体的自己

概念の関係性について，ボトムアップ型とトッ

プダウン型の２つのモデルを想定し，これら

のモデルの有効性の検討と比較を行うことを

目的とする。

Ⅱ．方 法

調査対象者： 大学生６２６名（男子３０１名，

女子３２５名）を対象とした。

心理的尺度：

① 自尊感情： 自尊感情を測定する尺度と

して，最も広く用いられているRosenberg

（１９６５）の自尊感情尺度（日本語版）を使

用した。これは１０の質問項目から構成され，

それぞれ４段階で回答するものである。

② 身体的自己概念： 自尊感情の下に位置

する身体的自己概念の測定として，身体的

自己概念尺度（蓑内，２００２）を用いた。身体

的自己概念尺度は，身体全般，体調，体型，

運動，筋力に関する質問が各々３項目，計

１５項目の質問から形成されている。各質問

に対して，「全くあてはまらない」～「か

なりあてはまる」までの４段階で回答する

形式であった。
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モデルの検証： これまでの研究結果から，

「自尊感情」－「身体全般」－「身体に関す

る自己概念」が階層的な関係性を持つという

基本モデルはこれまでの研究成果から既に明

らかにされていた。そこで，基本モデルに基

づきながら，共分散構造分析を用いて因果構

造モデルの検証を行った。実際には複数のモ

デルについて検証し，最適なものを採択する

ようにした。モデルの採択には，適合度指標，

モデルの解釈などを考慮した。ボトムアップ

モデルとトップダウンモデルについて，別々

に分析を行った。なお，これらの分析は SAS

８．１にて行った。

Ⅲ．結 果

ボトムアップモデル

４つの身体的自己概念の下位概念が，身体

全般に関する自己概念を通して，自尊感情に

与える影響過程の因果モデルを構成し，構造

方程式モデルによって検討した。

身体的自己概念の各概念（体調，体型，運

動，筋力，身体全般）は，質問項目がいずれ

も３項目と少ないため，３項目の合計得点を

一つにまとめ，信頼性にはクロンバックの α

係数を用いて算出した。

モデルの適合度を見るための指標としては，

GFI，AGFI，AIC，NFI を用いた。その結

果，図２のモデル（GFI＝．９８，AGFI＝．９３，

AIC＝２６．６４，NFI＝．９６）を採用した。図２

の中に標準化された因果係数を示した。身体

的自己概念の下位概念から身体全般に対する

パス，身体全般から自尊感情に対するパス，

これらは全て有意であった（p＜．０５）。

トップダウンモデル

自尊感情が身体全般の自己概念を通して，４

つの身体的自己概念の下位概念に与える影響

過程の因果モデルを構成し，構造方程式モデ

ルによって検討した。ボトムアップモデルと

同様に，信頼性にはクロンバックの α係数

を用いて算出した。

モデルの適合度を見るための指標として，

GFI，AGFI，AIC，NFI を用いた。その結

果，図３のモデル（GFI＝．９３，AGFI＝．８５，

AIC＝９７．１６，NFI＝．８９）を採用した。図３

の中に標準化された因果係数を採用した。こ

れらの因果係数は全て有意であった（p＜．０５）。

図３ 「自尊概念」→「身体的自己概念」の

モデルの分析結果

図２ 「身体的自己概念」→「自尊感情」の

モデルの分析結果
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Ⅳ．考 察

ボトムアップモデル

ここでは，「４つの身体的自己概念の下位

概念」→「身体全般の自己概念」→「自尊感

情」という因果モデルの検証を行った。分析

結果から想定されたボトムアップモデルが適

用できることがわかった。このような結果は

Fox et al．（１９８９）のモデルを支持するもので

あり，大学生を対象とした内田ほか（２００７）

の研究，中途身体障害者を対象とした内田ほ

か（２００８）の研究とも共通するものであった。

このことから，「体調」「体型」「運動」「筋力」

の身体的自己概念は，「身体全般」の自己概

念を通して，「自尊感情」に影響を及ぼすこ

とが示唆された。

図２の中の各潜在変数間の因果係数を見る

と，全体の中でも「身体全般」→「自尊感情」

（．７０，p＜．０１）が最も高かった。身体的自己

概念の４つの下位尺度から身体全般への因果

係数を見ると，体型（．６８，p＜．０１），筋力（．２７，

p＜．０１），運 動（．２５，p＜．０１），体 調（．１４，

p＜．０５）の順序であった。「体型」が最も影

響力があるという結果は，内田ほか（２００７，

２００８）と同様の結果であった（内田ほかの研

究では「魅力的なからだ」と表記している）。

異性に対しても，同性に対しても，自分の身

体を魅力的なものとしてアピールしたい世代

である大学生にとって，「体型」は身体全般，

および，自尊感情に大きく影響することがわ

かった。

その一方で，筋力や運動から身体全般への

影響力はそれほど大きなものではなく，とり

わけ体調の影響力は弱いものであった。自分

の健康に無頓着な世代である大学生にとって，

体調についての関心は低く，そのため自尊感

情への影響もごくわずかであったことがうか

がえた。

トップダウンモデル

Fox et al．（１９８９）のモデルは，身体的自己

概念から自尊感情へと矢印が付き，ボトムアッ

プ型のモデルを想定している。他の研究にお

いても，Fox et al．のモデルを基準としてい

るためか，ボトムアップ型モデルの検証しか

行われていない。そのためここではFox et

al．のモデルとは逆方向の「自尊感情」→

「身体全般の自己概念」→「４つの身体的自

己概念の下位概念」という因果モデルの検証

を行った。分析の結果，想定されたトップダ

ウン型のモデルが適用できることがわかった。

図３の中の各潜在変数間の因果係数を見る

と，「自尊感情」→「身体全般」（．７２，p＜．０１）

と強い影響力のあることがわかった。さらに

身体全般から身体的自己概念の４つの下位尺

度への因果係数を見ると，体型（．７８，p

＜．０１），運 動（．７３，p＜．０１），筋 力（．６２，p

＜．０１），体調（．３１，p＜．０１）の順序であった。

「体型」が最も影響力があるという結果は，

ボトムアップモデルと同様の結果であった。

また，体調への影響力は，体型，運動，筋力

のそれと比較するとやや低いことがわかった。

体調と身体全般との関係性については，トッ

プダウン型，ボトムアップ型とも低い因果係

数しか得られなかった。このことは身体全般

の自己概念の枠組みの中では，体調が低く位

置づけされていることを指しているのかもし

れない。あるいは，身体全般ではない，他の

自己概念とのつながりも考えられる。女子大

学生の自尊感情と身体的自己概念の関係性を

重回帰分析で検証した蓑内（２００２）の結果では，

体調は身体全般の下に位置するのではなく，

体調は自尊感情と直接的に関係していること

が示唆されている。

方向性の検討

「自尊感情」－「身体全般」の因果係数を

比較すると，ボトムアップ型（．７０）とトップ

ダウン型（．７２）との間では大きな違いはみら
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れなかった。

次に，「身体全般」－「身体の各下位概念」

の因果係数をボトムアップ型とトップダウン

型とで比較した場合，両者の間で大きな違い

がみられた。いずれの尺度においても「身体

全般」→「身体の各下位概念」（トップダウ

ン）の影響力の方が強いことが分かった。と

りわけ，運動や筋力に関する因果係数におい

て差異がみられた。

トップダウン型と比較すると，ボトムアッ

プ型は弱い影響力しか持たないということが

わかったが，このような違いは何を意味する

のであろうか。まず考えられることとして，

自尊感情は他からの影響は受けにくいが，他

の領域の自己概念には影響しやすいというこ

とである。身体に関する下位の自己概念が大

きく変容しても，そのまま自尊感情に影響す

るわけではなく，かなり弱められながら自尊

感情に伝達する。このような自尊感情は変わ

りにくいという結果は予想通りであった。

また，ボトムアップ型とトップダウン型と

では，異なる影響過程が存在するということ

も考えられる。各領域に対する重み付けが同

じであっても，自己概念を分化する場合と統

合する場合とで，さらに分別して評価してい

ることがうかがえた。

従来，自尊感情と自己概念の関係性を調べ

る研究はボトムアップ型を中心に行われてき

た。しかし，ボトムアップ型と同様にトップ

ダウン型のモデルも有効であったこと，ボト

ムアップ型とトップダウン型の影響力が異なっ

ていたことから，ボトムアップ型とトップダ

ウン型の両方向からの影響力について検討す

ることが今後期待される。

Ⅵ．まとめ

本研究は，Fox et al．（１９８９）の身体的自己

概念の多面的階層性モデルについて，トップ

ダウン型とボトムアップ型の２つのモデルの

相違について，比較検討するのが目的であっ

た。調査対象は大学生６２６名（男子３０１名，女

子３２５名）であった。２つのモデルについて，

共分散構造分析を行い，因果関係について調

べた。その結果，両者のモデルとも有効であ

ることがわかった。さらに，トップダウン型

のモデルの方が，ボトムアップ型のモデルと

比較して，影響力が強いことが分かった。こ

れらのことから，自尊感情と自己概念の関係

は，一方的な影響ではなく，両方向で影響し

合うことが示唆された。

自尊感情を構成する自己概念の構造や関係

性は，対象となっている人たちの関心や文化

的背景の影響を受けると考えられている（蓑

内，２０１０）。この調査で対象となったのは一

般の大学生であり，女性もやや多かった。ボ

トムアップ型で，体型が他の身体的自己概念

と比較して強い影響力を持っていた理由とし

て，このような対象者の特徴が現れた可能性

もある。たとえば，体育・スポーツ系の学部

学生を対象として同様の調査をした場合，運

動や筋力の自己概念が強く影響することも考

えられる。

調査対象によって自己概念の構造が異なる

ことが考えられるとすれば，対象者に応じた

モデルを想定し，質問項目も検討する必要が

ある。これらについては，今後の検討課題と

したい。
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［Abstract］

The Relationship between Self�esteem and Physical Self�concepts：
Bottom�up Model and Top�down Model

Yutaka MINOUCHI

The purpose of the present study was to investigate the differences between the bottom�
up type model and the top�down type model in terms of a multidimensional hierarchical
model of the physical self�concept of Fox et al．（１９８９）．Subjects were ６２６ university stu-
dents（３０１ boys and ３２５ girls）．The two hypothesized models were examined by utilizing

structural covariance analysis，and the causal relation of the two models was compared．

As a result，it has been understood that both models hypothesized are effective．In addi-

tion，it also appears that the influence of the top�down model is stronger compared with
the bottom�up model．It is suggested that the relationship between self�esteem and physi-
cal self�concepts influence in not only one direction but both．

Key words：Self�esteem，physical self�concept，multidimensional hierarchical model，
bottom�up model，top�down model
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